
ベトナムで「あなた」と「わたし」は難しい (巻頭言
№130）

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2014-03-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 樫永, 真佐夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5088URL



ベ トナムで

「あなた」と「わ た し」は難 しい
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「
ど

こ
の
国

の
人

7
・」
、
「
何

歳

?
」
、
「
何

を
し

て
い
る
の
7
・」
、
「
結

婚

は
?
」
、
「
子
ど

も

は
何

人

?
」
…

。
ベ
ト
ナ

ム
を

訪

れ

た
日

本

人

は
、
初

対

面

の
人

と
会

う

た
び

に
、
こ

ん
な
質

問
攻

め
に
あ

う

。
「
い
き

な

り
年

齢

を

聞

く
な

ん
て
」
と
憤

る
ご

婦

人

も

多

い
。

し
か
し

、
こ
れ
が

、
ベ
ト
ナ

ム
語

で
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
を

と

る

た
め

に

不

可

欠

の
質

問

と
知

れ
ば

、
我

慢

す
る
し
か
な

い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
語

は
難

し
い
。
例

え
ば

、
「
こ
ん

に
ち

は
」
は
、
"
チ
ャ
オ

"
に
相

手

へ
呼
び

掛

け
る
た

め
の
一
一人

称

代

名

詞

を
付

け
加

え

る
。
し

か
し

、
実

は
、
ベ
ト
ナ
ム
語

に
は
英

語

の

y
O
U
に
相

当

す

る
中

立

的

な

人
称

詞

が

な

い
。
自

分
が

男

性

で

相

手

が

同

世

代

の
年

長

男

性

な

ら

、
相

手

を

「
兄

」
、
自

分

を

「
弟

」
と

呼

ぶ
。
ま

た

、
相

手

が

自

分

の

父
よ
り
少
し
年

上
の
女
性
な
ら
、
相
手
は

「
伯

母

」
で
自

分

は

「
甥

」
だ

。
こ
の
よ
う

に
、
原

則

と
し

て
、
相

手

の
性

別

、
年

齢

に
対

応

し

た

親

族

呼

称

を

一
一人

称

と

し

、
一
人

称

も

こ
れ

に
よ

っ
て
決

ま

る

。
さ

ら

に
、
呼

称

は

社

会

的

な

地

位

に
よ

っ
て
も

変

わ

る
。
年

齢

だ

け
で
判

断

す
れ
ば

「
兄
」
く
ら

い
で
も

、

相

手

の
社

会

的

地

位

が
自

分

よ
り
う

ん
と

高

け

れ
ば

、
「
伯

父

」
に
ま
で
持

ち
上

げ

る

こ
と

も

あ

る

。
3
人

以

上

の
会

話

に
な

る

と

さ
ら
に
厄

介

だ

。
全

員
が

エ
ラ
イ
と

い
う

前

提

の
学

者

の
会

議

な

ど

で
は

、
男

性

は

「
翁

」
、
女

性

が

「
婆

」
で
統

一
し
て
始

ま
る

が

、
そ

れ
も

最

初

だ

け
で
、
親

密

さ
が

増

す

に

つ
れ

て
呼
び

方

を

変

え

て
い
く

。
ま
た

、

グ

ー

・
チ
ョ
キ

・
パ
ー
の
様

な

一一一す

く

み
の
関

係

と

も
な

る
と

、
お
互
い
の
や

り
取
り

の
中

、

落

ち

着

く

先

を

探

し
出

さ
ね
ば

な

ら
ず

、

そ

の
た

め
に
は

、
巧

み
に

「
空

気

を

読

む
」

と

い
う

技

能
が
欠

か
せ
な

い
。
か
く
し
て
、
べ

ト
ナ

ム
語
初

学

者

は
、
複

雑

な

親

族

呼

称

を

覚

え
る
こ
と

に
苦

労

し
、
実

践

で
さ

ら
に

苦

し
む
こ
と
に
な
る
。

　

呼

称
が
決

ま
る
と
い
う

こ
と

は
、
人

間
関

係

も

決

定

す

る
と

い
う

こ
と
だ

。
ベ
ト
ナ
ム

に
も

、
学

校

の
同

級

生
が

、
「
オ
レ
」
「
お
ま

え

」
と

呼

び

合

う

遠

慮

の
な

い
対

等

の
関

係

は
あ
る
が
、
こ
れ
は
稀

な

例

。
一
般

に
は
、

一
一人

い
れ
ば

一
方

が

目

上

で
も

う

一
方

が

目

下
に
な
る
。
日
本
人
に
は
堅
苦
し
く
思
え

る
が
、
一
旦
、
親
族
関
係
を
擬
し
た
人
称

詞
で

呼
び
合

う
関
係
が
確
立
す
る
と
、
他
人
行
儀

と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
あ
た
か
も
実
際

の

家
族
や
親
族

の
よ
う
に
近
し
く
要
求
を
ぶ
つ

け
合
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
称

詞
の
使

い
方
は
、
一
見
、

血
縁
を
重
視
す
る
儒
教

的
規
範
が
強
い
ベ
ト

ナ
ム
人
の
行
動
原
理
と
も
関
係
あ
り
そ
う
だ

が
、
タ
イ
や
ラ
オ
ス
で
は
儒
教
的
規
範
が
大
し

て
強
く
な
い
の
に
、
人
称
詞
の
使
い
方
は
ベ
ト

ナ
ム
語
と
同
じ
だ
か
ら
、
即
断

は
で
き
な

い
。

た
だ
、
長
幼
の
序
を
尊
び
、身
内
が
強
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
る
社
会
に
は
、
こ
の
言
語
が
極
め

て
都
合
が
良
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

(略 歴)
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